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主な
内容

●第3回 臨時会
●第2回 定例会〔一般質問 1氏〕
●町内道路・公有施設の雪害罹災状況
●全道町村議会議員研修会　●議会日誌
●議会関連報告　　　　　　●編集後記

6月3日　中央小学校運動会6月3日　中央小学校運動会



　

平
成
30
年
第
3
回
臨
時
会
は
5

月
24
日
招
集
さ
れ
、
会
期
を
1
日

と
決
し
、
報
告
2
件
、
承
認
1
件
、

議
案
2
件
、
予
算
1
件
を
議
決
し

閉
会
し
ま
し
た
。

【
報
告
】

▼
専
決
処
分
の
報
告

（
中
川
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
）　
　
　

【
報
告
済
】

　

地
方
税
法
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
が
施
行
さ
れ
た
こ
と
に
伴
う
、

個
人
町
民
税
、
法
人
町
民
税
、
た

ば
こ
税
、
固
定
資
産
税
に
関
す
る

所
要
の
改
正
。

▼
専
決
処
分
の
報
告

（
中
川
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
）

　
　
　
　
　
　
　
　

【
報
告
済
】

　

地
方
税
法
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
が
施
行
さ
れ
た
こ
と
に
伴
う
、

基
礎
賦
課
税
限
度
額
の
引
上
げ
、

低
所
得
者
に
対
す
る
軽
減
措
置
の

拡
充
等
の
改
正
。

【
承
認
】

▼
専
決
処
分
の
承
認

（
平
成
30
年
度
中
川
町
一
般
会
計

予
算
補
正
） 平

成
30
年
5
月
24
日
招
集

第
三
回
臨
時
会

議
案
審
議
結
果

川　

磨
水

【
予
算
】

▼
平
成
30
年
度
中
川
町
一
般
会
計

予
算
補
正

■
歳
入
歳
出
総
額
に
、
そ
れ
ぞ
れ

3
0
0
万
円
を
追
加
し
、
予
算
総

額
を
そ
れ
ぞ
れ
37
億
6
2
9
2
万

円
と
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　

【
原
案
可
決
】

　

主
な
補
正
内
容
は
、
農
業
振
興

セ
ン
タ
ー
機
械
の
修
繕
料
の
追
加
。

▼
専
決
処
分
の
承
認

（
平
成
30
年
度
中
川
町
一
般
会
計

予
算
補
正
）

問
排
水
機
場
の
燃
料
費
の
積
算
の

根
拠
は
？

答
5
月
1
日
現
在
の
Ａ
重
油
単
価

で
、
1
万
リ
ッ
ト
ル
分
を
積
算
し

た
。

問
今
期
の
大
雪
被
害
の
被
害
状
況

の
把
握
と
保
険
適
用
は
？

答
被
害
状
況
の
把
握
、
保
険
対
応

に
つ
い
て
は
現
在
、
取
り
ま
と
め

中
。

問
農
業
者
の
今
年
の
大
雪
に
よ
る

被
害
状
況
は
？

答
農
協
の
報
告
で
、
大
き
な
施
設

的
被
害
は
2
件
程
度
確
認
し
て
い

る
が
、
保
険
対
応
に
よ
り
復
旧
し

て
い
る
な
ど
、
実
質
的
な
損
害
は

■
歳
入
歳
出
総
額
に
、
そ
れ
ぞ
れ

92
万
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
を

そ
れ
ぞ
れ
37
億
5
9
9
2
万
円
と

す
る
。

【
原
案
承
認
】

　

主
な
補
正
内
容
は
、
排
水
機
場

の
燃
料
費
の
追
加
。

【
契
約
】

▼
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い

て
（
平
成
30
年
度
誉
36
線
道
路
改

良
工
事
）　
　
　

【
原
案
可
決
】

■
契
約
の
目
的
…
平
成
30
年
度
誉

36
線
道
路
改
良
工
事

■
契
約
方
法
…
指
名
競
争
入
札

■
契
約
の
金
額
…
9
7
2
0
万
円

■
契
約
の
相
手
方
…
中
川
郡
中
川

町
字
誉
35
番
地　

株
式
会
社　

中

川
阿
部
建
設　

代
表
取
締
役　

吉

田　

寛

▼
物
品
購
入
契
約
の
締
結
に
つ
い

て
（
平
成
30
年
度
中
川
町
営
ス
キ

ー
場
圧
雪
車
購
入
事
業
）

　
　
　
　
　
　
　

【
原
案
可
決
】

■
契
約
の
目
的
…
平
成
30
年
度
中

川
町
営
ス
キ
ー
場
圧
雪
車
購
入
事

業■
契
約
方
法
…
指
名
競
争
入
札

■
契
約
の
金
額
…
2
3
7
0
万
6

千
円

■
契
約
の
相
手
方
…
東
京
都
台
東

区
蔵
前
2
丁
目
17
番
4
号　

Ｊ
Ｆ

Ｅ
プ
ラ
ン
ト
エ
ン
ジ
株
式
会
社

営
業
本
部　

索
道
営
業
部
長　

小

少
な
い
と
考
え
て
い
る
。
農
作
業

の
遅
れ
は
1
週
間
程
度
。

問
大
雪
被
害
の
予
防
に
つ
い
て
。

答
今
期
の
反
省
点
を
ふ
ま
え
、
対

策
を
検
討
し
た
い
。
不
用
な
公
共

施
設
財
産
の
除
却
も
で
き
る
限
り

進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え

る
。

▼
物
品
購
入
契
約
の
締
結
に
つ
い

て
（
平
成
30
年
度
中
川
町
営
ス
キ

ー
場
圧
雪
車
購
入
事
業
）

問
圧
雪
車
の
機
種
選
定
は
？

答
こ
れ
ま
で
使
用
し
て
い
た
も
の

よ
り
一
回
り
小
さ
い
機
種
で
、
エ

ン
ジ
ン
の
排
気
量
は
4
千
〜
5
千

㏄
。
キ
ャ
タ
ピ
ラ
の
幅
は
3
ｍ
10

㎝
。
前
部
に
は
整
地
が
で
き
る
作

業
機
が
あ
り
、
後
部
に
は
雪
を
破

砕
し
圧
雪
を
す
る
作
業
機
が
付
属
。

同
等
機
種
取
扱
い
2
社
で
競
争
入

札
。

問
圧
雪
車
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
保
証

は
あ
る
の
か
？

答
入
札
業
者
は
札
幌
、
北
広
島
の

営
業
所
が
窓
口
と
な
り
、
今
後
の

保
証
関
係
に
つ
い
て
対
応
。
旭
川
、

名
寄
、
稚
内
の
指
定
工
場
か
ら
実

績
等
を
ふ
ま
え
て
整
備
工
場
の
設

定
を
し
、
今
後
の
ア
フ
タ
ー
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
を
お
願
い
し
て
い
く
考

え
。

▼
平
成
30
年
度
中
川
町
一
般
会
計

予
算
補
正

問
コ
ン
ビ
ラ
ッ
プ
破
損
の
状
況
把

握
は
？

答
コ
ン
ビ
ラ
ッ
プ
（
サ
イ
レ
ー
ジ

の
ラ
ッ
ピ
ン
グ
機
械
）
の
破
損
を

4
月
11
日
、
確
認
。
修
繕
に
は
1

0
0
万
円
を
超
え
る
見
積
り
が
公

社
か
ら
提
示
さ
れ
て
い
る
。

問
今
後
の
備
品
整
備
に
つ
い
て
。

答
施
設
等
の
修
繕
、
業
務
用
備
品
、

管
理
車
輛
及
び
農
作
業
機
械
に
つ

い
て
は
、
そ
の
費
用
負
担
区
分
や

適
切
な
管
理
に
つ
い
て
、
基
本
協

定
並
び
に
覚
書
を
締
結
し
実
施
し

て
い
く
が
、
農
作
業
機
械
の
整
備

・
更
新
に
つ
い
て
は
、
一
定
の
期

間
の
中
で
整
理
し
て
い
く
考
え
。
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【
諮
問
】

▼
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦

　
　
　
　
　
　

大
西　

英
一　

氏

【
適
任
で
あ
る
と
の
意
見
を
付
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

答
申
】

【
報
告
】

▼
第
26
期
中
川
町
地
域
開
発
振
興

公
社
決
算
報
告　
　

【
報
告
済
】

　

当
期
純
利
益
マ
イ
ナ
ス
4
3
8

万
6
5
8
円
。

▼
平
成
29
年
度
中
川
町
繰
越
明
許

費
繰
越
計
算
書
に
つ
い
て

■
事
業
名
及
び
繰
越
額

ポ
ン
ピ
ラ
ア
ク
ア
リ
ズ
イ
ン
グ
ボ

イ
ラ
ー
等
取
替
工
事

　
　
　
　
　

1
1
6
5
万
4
千
円

【
承
認
】

▼
専
決
処
分
の
承
認
に
つ
い
て

（
平
成
30
年
度
中
川
町
一
般
会
計

予
算
補
正
）

■
歳
入
歳
出
総
額
に
、
そ
れ
ぞ
れ

3
6
8
万
3
千
円
を
追
加
し
、
予

算
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
37
億
6
6
6

0
万
3
千
円
と
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　

【
原
案
承
認
】

　

主
な
補
正
内
容
は
平
成
30
年
災

公
共
土
木
施
設
災
害
復
旧
調
査
設

計
委
託
料
の
追
加
。

【
契
約
】

▼
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い

て
（
平
成
30
年
度
佐
久
浄
水
場
新

築
工
事
）　
　
　

【
原
案
可
決
】

算
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
2
億
4
3
1

6
万
4
千
円
と
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　

【
原
案
可
決
】

　

主
な
補
正
内
容
は
償
還
金
な
ど

の
追
加
。

▼
平
成
30
年
度
中
川
町
後
期
高
齢

者
医
療
特
別
会
計
予
算
補
正

■
歳
入
歳
出
総
額
に
、
そ
れ
ぞ
れ

20
万
円
を
減
額
し
、
予
算
総
額
を

そ
れ
ぞ
れ
3
2
7
4
万
2
千
円
と

す
る
。　
　
　
　

【
原
案
可
決
】

　

補
正
内
容
は
保
険
料
還
付
金
の

追
加
。

▼
平
成
30
年
度
中
川
町
簡
易
水
道

事
業
特
別
会
計
予
算
補
正

■
歳
入
歳
出
総
額
に
、
そ
れ
ぞ
れ

5
8
9
万
1
千
円
を
追
加
し
、
予

算
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
4
億
8
3
6

万
5
千
円
と
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　

【
原
案
可
決
】

　

主
な
補
正
内
容
は
大
富
土
田
地

先
配
水
管
布
設
替
工
事
請
負
費
な

ど
の
追
加
。

▼
平
成
30
年
度
中
川
町
農
業
集
落

排
水
事
業
特
別
会
計
予
算
補
正

■
歳
入
歳
出
総
額
か
ら
、
そ
れ
ぞ

れ
26
万
9
千
円
を
減
額
し
、
予
算

総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
9
5
9
8
万
7

千
円
と
す
る
。　

【
原
案
可
決
】

　

主
な
補
正
内
容
は
下
水
道
債
償

還
元
金
な
ど
の
減
額
。

【
意
見
書
】

▼
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
の
推
進
に
対
す

る
慎
重
な
審
議
を
求
め
る
意
見
書

■
契
約
方
法
…
指
名
競
争
入
札

■
契
約
金
額
…
2
億
4
9
6
万
2

4
0
0
円

■
相
手
方
…
高
組
・
中
川
建
協
・

新
栄　

経
常
建
設
共
同
企
業
体

■
代
表
者
…
旭
川
市
3
条
通
19
丁

目
右
10
号　

株
式
会
社　

高
組

代
表
取
締
役
社
長　

高　

秀
宣

【
予
算
】

▼
平
成
30
年
度
中
川
町
一
般
会
計

予
算
補
正

■
歳
入
歳
出
総
額
に
、
そ
れ
ぞ
れ

7
9
5
6
万
5
千
円
を
追
加
し
、

予
算
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
38
億
4
6

1
6
万
8
千
円
と
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　

【
原
案
可
決
】

　

主
な
補
正
内
容
は
山
村
開
発
セ

ン
タ
ー
解
体
工
事
費
、
合
板
製
材

生
産
性
向
上
対
策
事
業
費
、
森
林

環
境
保
全
整
備
事
業
費
な
ど
の
追

加
。

▼
平
成
30
年
度
中
川
町
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
予
算
補
正

■
歳
入
歳
出
総
額
に
、
そ
れ
ぞ
れ

1
3
3
万
2
千
円
を
追
加
し
、
予

算
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
2
億
4
8
3

0
万
8
千
円
と
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　

【
原
案
可
決
】

　

主
な
補
正
内
容
は
出
産
育
児
一

時
金
な
ど
の
追
加
。

▼
平
成
30
年
度
中
川
町
介
護
保
険

特
別
会
計
予
算
補
正

■
歳
入
歳
出
総
額
に
、
そ
れ
ぞ
れ

6
0
6
万
5
千
円
を
追
加
し
、
予

議
案
審
議
結
果

第2回定例会の様子第2回定例会の様子

一般質問、諮問1件、報告2件、承認1件、契約1件、予算6件、意見書5件、
会議規則4件を決議し、閉会しました。

　平成30年第2回定例会は6月20日招集され、会期を1日と決し、1議員の
一般質問、諮問1件、報告2件、承認1件、契約1件、予算6件、意見書5件、
会議規則4件を決議し、閉会しました。

平成30年第2回定例会は6月20日招集され、会期を1日と決し、1平成30年第2回定例会は6月20日招集され、会期を1日と決し、1議

◆第2回定例会◆◆第2回定例会◆
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機
経
常
建
設
共
同
企
業
体
。

▼
平
成
30
年
度
中
川
町
一
般
会
計

予
算
補
正

問
公
有
建
物
の
雪
害
に
よ
る
予
算

補
正
は
基
金
を
崩
す
も
の
が
多
い

が
、
財
政
規
律
は
？

答
雪
害
に
よ
る
補
正
額
2
3
3
6

万
2
千
円
の
う
ち
、
雪
庇
切
り
金

物
設
置
工
事
の
約
1
2
0
万
円
以

外
は
ほ
ぼ
保
険
適
用
と
な
る
見
込

み
。
保
険
金
が
確
定
し
た
段
階
で

歳
入
補
正
を
お
願
い
し
た
い
。

問
積
雪
時
の
点
検
等
、
も
っ
と
被

害
の
出
な
い
管
理
の
し
か
た
が
あ

っ
た
の
で
は
な
い
か
？

答
今
期
の
雪
害
を
教
訓
に
今
後
の

対
応
を
し
て
い
き
た
い
。

問
雪
害
に
つ
い
て
、
特
別
交
付
税

の
申
請
は
行
う
予
定
か
？

答
今
年
度
の
特
別
交
付
税
の
対
象

に
な
る
か
ど
う
か
は
今
の
段
階
で

は
何
と
も
言
え
な
い
。

問
ア
ラ
イ
グ
マ
処
理
等
委
託
に
つ

い
て
、
詳
細
説
明
を
。

答
有
害
鳥
獣
捕
獲
事
業
の
ア
ラ
イ

グ
マ
捕
獲
料
、
1
頭
千
円
は
緊
急

捕
獲
事
業
交
付
金
を
充
当
し
、
協

議
会
か
ら
支
出
。
捕
獲
経
費
は
1

2
0
頭
分
、
捕
獲
檻
の
回
収
等
の

経
費
は
、
燃
料
代
を
基
礎
と
し
て

1
5
0
回
分
の
積
算
と
し
て
い
る
。

問
ア
ラ
イ
グ
マ
処
理
等
委
託
先
に

つ
い
て
は
ど
う
お
考
え
か
？

答
個
人
事
業
者
に
委
託
し
て
い
る
。

っ
た
。

問
ア
ス
ベ
ス
ト
除
去
の
基
準
変
更

に
つ
い
て
。

答
ア
ス
ベ
ス
ト
含
有
塗
料
の
処
理

基
準
は
2
0
0
5
年
の
塗
装
業
界

で
の
調
査
に
よ
り
、
塗
料
に
ア
ス

ベ
ス
ト
の
含
有
が
確
認
さ
れ
て
処

理
基
準
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
が
、

ク
リ
ソ
タ
イ
ル
は
2
0
1
7
年
改

正
に
お
い
て
レ
ベ
ル
3
か
ら
レ
ベ

ル
1
に
変
更
さ
れ
て
い
る
。

問
労
務
単
価
の
上
昇
率
は
？

答
一
般
労
務
単
価
に
つ
い
て
は
約

6
％
の
増
。

問
合
板
製
材
生
産
性
向
上
対
策
事

業
の
詳
細
は
？

答
間
伐
材
の
搬
出
先
な
ど
、
一
定

の
指
定
事
項
が
あ
る
も
の
の
森
林

環
境
保
全
整
備
事
業
よ
り
も
補
助

率
が
高
い
た
め
、
従
来
の
間
伐
事

業
と
し
て
補
助
金
を
見
込
ん
で
い

る
。

問
森
林
環
境
税
に
つ
い
て
は
ど
う

お
考
え
か
？

答
近
々
担
当
者
レ
ベ
ル
の
説
明
会

が
開
催
さ
れ
る
予
定
。

問
ア
ラ
イ
グ
マ
処
理
に
関
す
る
民

間
委
託
の
手
続
き
に
つ
い
て
。

答
既
に
捕
獲
処
理
に
関
す
る
業
務

は
委
託
し
て
い
る
が
、
檻
の
回
収

等
業
務
に
関
す
る
積
算
の
妥
当
性

に
つ
い
て
、
本
年
度
中
に
体
制
を

整
え
た
い
。

問
ポ
ン
ピ
ラ
ア
ク
ア
リ
ズ
イ
ン
グ

の
冷
却
設
備
等
改
修
、
総
合
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー
温
水
器
ボ
イ
ラ
ー

・
自
動
制
御
装
置
更
新
に
つ
い
て
。

答
ポ
ン
ピ
ラ
ア
ク
ア
リ
ズ
イ
ン
グ

の
冷
却
設
備
は
5
月
24
日
の
設
備

点
検
等
の
作
業
で
上
部
の
破
損
が

判
明
、
設
備
改
修
を
行
う
。
破
損

原
因
は
雪
庇
の
落
下
に
よ
る
た
め
、

予
防
措
置
と
し
て
雪
庇
切
り
金
物

設
置
工
事
も
行
う
。

　

総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
温
水

器
ボ
イ
ラ
ー
は
3
月
末
に
故
障
し

た
た
め
、
今
回
装
置
更
新
を
行
う
。

問
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
解
体
調
査

設
計
委
託
の
補
正
時
期
に
つ
い
て
。

答
建
物
の
外
壁
と
集
会
室
側
の
天

井
の
塗
布
剤
に
ア
ス
ベ
ス
ト
類
の

ク
リ
ソ
タ
イ
ル
が
練
り
こ
ま
れ
て

い
る
こ
と
が
調
査
設
計
委
託
で
判

明
し
た
。
こ
れ
は
建
築
物
の
解
体

時
の
塗
膜
剥
離
作
業
の
際
、
飛
散

す
る
危
険
性
が
高
く
、
最
も
処
理

が
困
難
と
さ
れ
る
レ
ベ
ル
1
の
塗

布
剤
に
該
当
し
て
お
り
、
当
初
予

算
の
積
算
時
点
で
は
把
握
で
き
な

か
っ
た
た
め
、
今
回
の
補
正
と
な

■
事
件

1　

産
業
振
興
対
策
の
現
況
と
今

　
　

後
の
展
開
に
つ
い
て

　
　

•
農
業
振
興
政
策
に
つ
い
て

　
　

•
有
害
鳥
獣
対
策
に
つ
い
て

2　

公
共
施
設
の
今
後
の
あ
り
方

　
　

に
つ
い
て

■
期
限

平
成
30
年
第
3
回
定
例
会
ま
で
。

　
　
　
　
　

【
継
続
調
査
決
定
】

▼
閉
会
中
の
継
続
調
査
の
申
し
出

（
議
会
運
営
委
員
会
）

■
事
件

1　

本
会
議
の
会
期
日
程
等
議
会

　
　

の
運
営
に
関
す
る
事
項
に
つ

　
　

い
て

■
期
限

平
成
30
年
第
3
回
定
例
会
ま
で
。

　
　
　
　
　

【
継
続
調
査
決
定
】

▼
議
員
派
遣
の
件
に
つ
い
て

平
成
30
年
度
全
道
町
村
議
会
議
員

研
修
会
及
び
町
議
員
研
修
、
全
道

議
会
広
報
研
修
会

　
　
　
　
　

【
議
員
派
遣
決
定
】

▼
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い

て
（
平
成
30
年
度
佐
久
浄
水
場
新

築
工
事
）

問
落
札
業
者
以
外
の
指
名
業
者
名

は
？

答
橋
本
川
島
・
国
策
機
工
経
常
建

設
共
同
企
業
体
と
盛
永
・
日
星
電

▼
教
職
員
の
長
時
間
労
働
解
消
に

向
け
、
「
公
立
の
義
務
教
育
諸
学

校
等
の
教
育
職
員
の
給
与
等
に
関

す
る
特
別
措
置
法（
給
特
法
）」
の

廃
止
を
含
め
た
見
直
し
を
求
め
る

意
見
書

▼
教
職
員
の
超
勤
・
多
忙
化
解
消

・「
30
人
以
下
学
級
」
の
実
現
、
義

務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
堅
持
・

負
担
率
1
／
2
へ
の
復
元
、
「
子

ど
も
の
貧
困
」
解
消
な
ど
教
育
予

算
確
保
・
拡
充
と
就
学
保
障
に
向

け
た
意
見
書

▼
2
0
1
9
年
度
地
方
財
政
の
充

実
・
強
化
を
求
め
る
意
見
書

▼
平
成
30
年
度
北
海
道
最
低
賃
金

改
正
等
に
関
す
る
意
見
書

■
地
方
自
治
法
第
99
条
の
規
定
に

基
づ
き
関
係
各
位
に
送
付
。

※
意
見
書
の
要
旨
は
7
〜
8
ペ
ー

ジ
に
掲
載

【
会
議
規
則
に
伴
う
も
の
】

▼
閉
会
中
の
継
続
調
査
の
申
し
出

（
総
務
常
任
委
員
会
）

■
事
件

1　

子
育
て
支
援
施
策
に
つ
い
て

2　

防
災
体
制
の
確
立
に
つ
い
て

3　

総
務
常
任
委
員
会
に
関
わ
る

　
　

施
策
に
つ
い
て

■
期
限

平
成
30
年
第
3
回
定
例
会
ま
で
。

　
　
　
　
　

【
継
続
調
査
決
定
】

▼
閉
会
中
の
継
続
調
査
の
申
し
出

（
経
済
常
任
委
員
会
）

（　）4
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総
合
計
画
は
住
民
の
総
意
で
策

定
さ
れ
る
も
の
で
す
が
、
同
時
に

首
長
の
選
挙
公
約
や
ポ
リ
シ
ー
の

反
映
な
ど
「
行
政
計
画
」
と
し
て

の
側
面
も
持
っ
て
お
り
ま
す
。
と

す
れ
ば
、
首
長
の
任
期
は
4
年
で

あ
り
、
計
画
が
5
年
で
あ
れ
ば
1

年
間
の
誤
謬
が
発
生
し
ま
す
。
こ

の
矛
盾
を
解
消
す
る
た
め
、
計
画

期
間
を
4
年
間
に
す
る
こ
と
を
提

案
し
ま
す
。

　

3
層
構
造
の
フ
レ
ー
ム
を
基
本

と
し
、
計
画
期
間
は
5
年
と
し
た

い
。
変
化
へ
の
対
応
は
毎
年
時
の

執
行
方
針
の
中
で
対
応
し
て
い
き

た
い
。
し
か
し
、
計
画
期
間
の
4

年
間
へ
の
変
更
は
一
つ
の
考
え
方

と
し
て
今
後
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　

次
に
3
点
目
の
策
定
方
法
で
す

が
、
策
定
に
当
た
っ
て
は
、「
中
川

町
マ
チ
づ
く
り
参
加
条
例
」
を
念

頭
に
①「
国
や
道
の
計
画
」
②「
第

6
次
中
川
町
総
合
計
画
」
③「
各

種
統
計
デ
ー
タ
」
④「
住
民
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
」
⑤「
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
総
合
計
画
」
に
配
慮
し
た

策
定
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

総
合
計
画
は
地
域
住
民
の
総
意

に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
ま
す
。
し
か

し
、
さ
ら
に
十
全
な
検
討
手
段
と

し
て
策
定
プ
ロ
セ
ス
の
ど
こ
か
に

町
外
の
目
線
を
入
れ
て
は
ど
う
か
。

例
え
ば
本
町
と
は
密
接
な
関
係
に

あ
る
日
本
大
学
文
理
学
部
の
学
生

に
「
道
北
の
地
域
振
興
」
と
い
う

よ
う
な
テ
ー
マ
で
組
織
的
な
検
討

を
お
願
い
し
て
は
ど
う
か
。

　

計
画
策
定
の
前
提
と
し
て
地
域

連
携
や
官
民
連
携
は
必
須
の
条
件

で
あ
り
、
従
っ
て
本
町
と
連
携
の

深
い
世
田
谷
区
民
や
日
大
生
を
ど

う
組
み
入
れ
て
い
く
の
か
今
後
十

分
検
討
し
た
い
。

公
共
交
通
機
関
の
在
り
方
に
つ
い
て

　

次
に
Ｊ
Ｒ
の
路
線
見
直
し
は
、

こ
こ
宗
谷
線（
名
寄
―
稚
内
）に
あ

っ
て
も
将
来
の
廃
線
も
含
め
て
大

き
な
不
安
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
本
町
に
お
け
る
住
民
バ
ス
や

ハ
イ
ヤ
ー
利
用
な
ど
、
公
共
交
通

機
関
の
在
り
方
に
つ
い
て
の
議
論

は
将
来
を
考
え
る
重
要
な
テ
ー
マ

だ
と
思
い
ま
す
が
、
ど
の
よ
う
に

議
論
し
て
い
く
の
か
。

　

住
民
の
暮
ら
し
を
支
え
る
公
共

交
通
の
在
り
方
は
地
方
に
お
け
る

普
遍
の
課
題
で
あ
る
が
、
住
民
バ

ス
や
ハ
イ
ヤ
ー
利
用
に
つ
い
て
は

一
定
程
度
住
民
の
思
い
を
受
け
止

め
て
い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
し

か
し
Ｊ
Ｒ
問
題
に
つ
い
て
は
暮
ら

し
を
左
右
す
る
問
題
と
し
て
、
内

向
き
で
な
い
広
域
的
な
対
応
と
し

て
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

　

戦
前
か
ら
戦
後
を
生
き
て
き
た

70
代
、
80
代
、
90
代
の
方
々
が
時

代
を
創
り
、
今
日
の
中
川
が
あ
る
。

足
の
確
保
は
医
療
や
除
雪
と
と
も

に
高
齢
者
の
悩
み
と
な
っ
て
い
る
。

高
齢
者
に
優
し
い
行
政
運
営
で
あ

っ
て
ほ
し
い
。

農
業
は
本
町
の
基
礎
産
業

　

次
に
農
業
に
つ
い
て
で
す
が
、

農
業
は
本
町
を
支
え
る
基
礎
産
業

で
す
。基
礎
産
業
の
上
に
2
次
産
業

や
3
次
産
業
が
展
開
し
て
い
る
。し

た
が
っ
て
農
業
が
崩
壊
す
れ
ば
2

次
産
業
も
3
次
産
業
も
崩
壊
す
る
。

　

平
成
元
年
に
後
継
者
対
策
を
テ

ー
マ
に
「
中
川
町
新
規
就
農
者
誘

致
制
度
」
を
設
置
し
ま
し
た
。
当

時
と
し
て
は
先
駆
的
な
内
容
で
し

た
が
、
以
来
約
30
年
が
経
過
し
、

条
例
の
抜
本
的
な
改
正
が
必
要
と

思
わ
れ
ま
す
が
。

　

農
業
後
継
者
対
策
は
総
合
計
画

の
大
き
な
柱
で
す
。
現
行
条
例
は

時
代
の
変
容
と
共
に
ま
だ
ま
だ
工

夫
が
必
要
と
思
う
の
で
新
し
い
農

業
に
対
す
る
地
域
の
思
い
を
表
現

し
て
い
き
た
い
。

住
民
の
総
意
と
し
て

本
年
度
中
に
策
定
す
る

第
7
次
中
川
町
総
合
計
画
の

策
定
に
つ
い
て

　

本
年
度
は
第
7
次
中
川
町
総
合

計
画
の
策
定
年
度
で
あ
り
ま
す
。

　

地
方
に
お
い
て
は
少
子
高
齢
化

の
進
行
や
人
口
減
少
に
歯
止
め
が

か
か
ら
ず
、
行
財
政
の
様
々
な
分

野
で
深
刻
な
弊
害
が
発
生
し
て
い

ま
す
。

　

本
町
に
お
い
て
も
こ
う
し
た
地

域
課
題
の
解
決
や
地
域
活
力
の
向

上
に
向
け
、
計
画
の
策
定
準
備
が

進
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま

す
が
、
次
の
点
に
つ
い
て
質
問
い

た
し
ま
す
。

1　

「
中
川
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し

　
　

ご
と
総
合
戦
略
」
と
の
違
い

　
　

お
よ
び
総
合
計
画
の
位
置
づ

　
　

け

2　

第
7
次
総
合
計
画
の
計
画
期

　
　

間

3　

同
計
画
の
策
定
方
法

　

1
点
目
に
つ
い
て
お
答
え
い
た

し
ま
す
。

　

総
合
計
画
は
魅
力
あ
る
マ
チ
の

将
来
像
を
住
民
の
皆
様
と
共
有
す

る
マ
チ
づ
く
り
の
最
も
基
本
と
な

る
計
画
で
す
。
基
本
構
想
・
基
本

計
画
・
実
施
計
画
の
3
層
構
造
で

構
成
さ
れ
、
総
合
的
・
計
画
的
な

　

川
口
町
長

　

川
口
町
長

　

再
質
問

　

川
口
町
長

　

再
質
問

　

再
質
問

　

川
口
町
長

　

再
質
問

　

川
口
町
長

　

川
口
町
長

　

再
質
問

問問問答答

斉藤俊幸　議員

行
財
政
の
運
営
方
針
を
定
め
る
も

の
で
す
。

　

一
方
「
中
川
町
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
は
、
平

成
26
年
に
国
が
制
定
し
た
「
ま
ち

・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
法
」に
基
づ

き
、
人
口
減
少
問
題
の
克
服
や
新

た
な
雇
用
創
出
の
取
り
組
み
を
進

め
る
た
め
に
策
定
し
た
も
の
で
す
。

　

総
合
計
画
は
、
自
治
体
に
お
け

る
マ
チ
づ
く
り
の
最
上
位
の
行
政

計
画
で
あ
り
、
ま
た
、「
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
総
合
戦
略
」
は
総
合

計
画
に
内
包
さ
れ
た
計
画
で
あ
る

と
理
解
し
ま
し
た
。
こ
の
点
に
つ

い
て
は
同
じ
考
え
方
に
立
ち
ま
す
。

　

2
点
目
の
計
画
期
間
に
つ
い
て

で
す
が
、現
在
の「
第
6
次
中
川
町

総
合
計
画
」
は
平
成
26
年
度
を
初

年
度
と
し
て
31
年
度
ま
で
の
5
年

間
の
計
画
期
間
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

総
合
計
画
の
理
念
は
「
不
易
流

行
」
に
あ
り
、
地
域
の
普
遍
的
な

価
値
を
守
る
た
め
深
い
議
論
と
現

実
的
な
判
断
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

第
7
次
は
平
成
31
年
度
か
ら
35
年

度
ま
で
の
5
年
間
に
す
る
考
え
で
す
。

（　）

一 般 質 問
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町
道
富
和
3
線
の
道
路
決
壊

被
災
確
認

平
成
30
年
5
月
16
日
（
町
内
パ
ト

ロ
ー
ル
に
て
）

決
壊
場
所

字
富
和　

知
良
志
内
川
沿
い
（
国

道
40
号
線
か
ら
3
㎞
）

決
壊
原
因

融
雪
に
関
わ
る
知
良
志
内
川
の
増

水
に
よ
る
路
盤
の
決
壊
・
流
出

措
置
状
況

夕
焼
橋
地
点
に
て
通
行
止
め
規
制

復
旧
対
応

旭
川
建
設
管
理
部
に
町
道
の
被
災

報
告

関
係
所
有
者
に
周
知

応
急
並
び
に
復
旧
措
置
に
つ
い
て

協
議
中

道
道
美
深
中
川
線
の
法
面
崩
壊

被
災
確
認

平
成
30
年
4
月
23
日

崩
壊
場
所

Ｓ
Ｐ
2
7
，
1
5
0
付
近
（
小
車

分
岐
か
ら
2
㎞
手
前
）

崩
壊
原
因

町
有
地
（
山
林
）
法
面
が
融
雪
水

で
土
砂
崩
落

措
置
状
況
（
道
の
対
応
予
定
）

5
月
15
日
交
通
規
制
解
除
の
予
定

を
延
伸

5
月
24
日　

調
査
、
設
計

6
月
1
日
ま
で
に
応
急
復
旧
に
よ

る
片
側
通
行
（
以
降
、
事
業
活
動

の
為
一
部
交
通
規
制
解
除
）

全
面
規
制
解
除
は
秋
季
の
見
込
み

公
有
施
設
雪
害
罹
災
状
況
及
び

　
　
修
繕
工
事
に
係
る
予
算
補
正

旧
歌
内
公
民
分
館

○
補
正
額　

1
1
2
万
4
千
円

○
罹
災
箇
所　

屋
根
等

町
職
員
住
宅

○
補
正
額　

2
3
5
万
5
千
円

○
罹
災
箇
所　

屋
根

安
川
三
移
住
体
験
住
宅

○
補
正
額　

1
6
3
万
1
千
円

○
罹
災
箇
所　

屋
根

中
川
町
立
診
療
所

○
補
正
額　

1
8
0
万
4
千
円

○
罹
災
箇
所　

屋
上
防
水

農
業
振
興
セ
ン
タ
ー
事
務
所
、
車
庫

○
補
正
額　

6
2
7
万
6
千
円

○
罹
災
箇
所
及
び
補
正
額
内
訳

旧
牧
場
事
務
所
部
分　

4
9
7
万
6

千
円
、
車
庫
部
分　

1
3
0
万
円

ポ
ン
ピ
ラ
ア
ク
ア
リ
ズ
イ
ン
グ

○
補
正
額　

8
3
0
万
6
千
円

○
罹
災
箇
所　

冷
却
設
備

教
職
員
住
宅
Ａ
棟
・
Ｂ
棟

○
補
正
額　

96
万
2
千
円

○
罹
災
箇
所　

屋
根
等

エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
セ
ン
タ
ー

○
補
正
額　

90
万
4
千
円

○
罹
災
箇
所
及
び
補
正
額
内
訳

展
示
室
側
外
部　

73
万
6
千
円
、

屋
外
通
気
管　

16
万
8
千
円

町
内
道
路
・
公
有
施
設
の
雪
害
罹
災
状
況

（　）6

道道美深中川線法面崩壊道道美深中川線法面崩壊

町道富和３線の道路決壊町道富和３線の道路決壊

　６月12日、第68回北海道町村議会議長会定期総会において、長年にわたり町村自治の振興発展に
尽くされた方の表彰が行われました。受章者は次のとおりです。

○町村議会議長として７年以上
　　佐　藤　輝　雄　氏

○町村議会議員として15年以上
　　鎌　塚　一　成　氏
　　坂　尻　栄　治　氏
　
　６月20日開催の第２回定例会に
おいて、伝達式が行われました。

北海道町村議会議長会自治功労者表彰
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　主な要請内容は次の通りです。
１．教育職員の長時間労働解消に向け、実態と乖離している「公立の義務教育諸学校等の教育職員の給与等に関
　する特別措置法」（給特法）の廃止を含めた見直しを行うよう要請します。

　以上、地方自治法第99条にもとづき、提出する。

　　平成30年６月20日
　　内閣総理大臣他４名　宛
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　北海道中川郡中川町議会議長　佐藤　輝雄

教職員の長時間労働解消に向け、「公立の義務教育諸学校等の教育職員の
給与等に関する特別措置法（給特法）」の廃止を含めた見直しを求める意見書

　主な要請内容は次の通りです。
１．国の責務である教育の機会均等・水準の最低保障を担保するため、義務教育費を無償となるよう、また、義
　務教育費国庫負担制度の堅持、当面、義務教育国庫負担金の負担率を1/2に復元されるよう要請します。
２．「30人以下学級」の早期実現にむけて、小学校１年生～中学校３年生の学級編成標準を順次改定すること。ま
　た、地域の特性にあった教育環境整備・教育活動の推進、住む地域に関係なく子どもたちの教育を保障するた
　め、義務標準法改正を伴う計画的な教職員定数改善の早期実現、教頭・養護教諭・事務職員の全校配置の実現
　のため、必要な予算の確保・拡充を図るよう要請します。
３．給食費、修学旅行費、教材費など保護者負担の解消、図書費など国の責任において教育予算の十分な確保、
　拡充を行うよう要請します。
４．就学援助制度・奨学金制度の更なる拡大、高校授業料無償化など、就学保障の充実に向け、国の責任におい
　て予算の十分な確保、拡充を図るよう要請します。
５．高校授業料無償制度への所得制限撤廃とともに、朝鮮学校の授業料無償化適用除外撤回を実現するよう要請
　します。

　以上、地方自治法第99条にもとづき、提出する。

　　平成30年６月20日
　　内閣総理大臣他６名　宛
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　北海道中川郡中川町議会議長　佐藤　輝雄

教職員の超勤・多忙化解消・「30人以下学級」の実現、義務教育費国庫負担制度堅持・
負担率1/2への復元、「子どもの貧困」解消など教育予算確保・拡充と就学保障に向けた意見書

　北海道では広大な大地を有しているうえ、全国を上回る急速な人口減少と高齢化が進んでおり、人口減少と住
民の移動への対応といった地方創生の実現が喫緊の課題である。
　国は、平成28年７月、シェアリングエコノミー検討会議を設置し、同年11月に中間報告書をまとめた。また、
規制改革推進会議においても、一般のドライバーが利用客から運送対価を取って自家用車で利用客を送迎する、
いわゆるライドシェアの本格導入に向けた検討を進めている。
　ライドシェアは、普通第二種免許や運行管理者の配置も不要とされるなど、道路運送法で禁止されてきた、い
わゆる白タク行為を合法化するものであり、また、需給状況やドライバーによって運送対価が変動し安定したサ
ービスの提供が困難であることや、24時間稼働の保証がなく、特に女性や高齢者の夜間利用が不便・不安になる
こと、事業主体は一切運送に関する責任は問われず、紛争等は当事者間での解決となること、他国では自動車配
車アプリを運営する事業者と登録するドライバーとの雇用関係の有無や地位確認等で集団訴訟が提起されている
ことなど、多くの問題点が識者からも指摘されている。
　このように多くの問題点を有しているにもかかわらず、ライドシェアが無秩序に地域で展開されれば、結果的
に利用客の利便と安心・安全が担保されない事態が常態化する恐れがあり、また、日本全国に展開されれば、タ
クシー事業ばかりでなく、路線バスや貨物、鉄道を含めた地域公共交通の存立が危機に陥り、ひいては地域経済
にも深刻な影響を与えかねない。
　よって、国においては、地域公共交通の重要性や地域の取り組み状況に鑑み、現在一部の地域において実施さ
れている高齢者等の交通手段に配慮した特例制度を堅持しつつ、さらなるライドシェアの推進については、慎重
な審議を行うよう強く要望する。

　以上、地方自治法第99条にもとづき、提出する。

　　平成30年６月20日
　　内閣総理大臣他６名　宛
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　北海道中川郡中川町議会議長　佐藤　輝雄

ライドシェアの推進に対する慎重な審議を求める意見書
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　主な要請内容は次の通りです。
１．「できる限り早期に全国最低800円を確保」「2020年までに全国平均1,000円をめざす」という目標を掲げた
　「雇用戦略対話合意」、「経済財政運営と改革の基本方針」および「未来投資戦略」、さらには「ニッポン一億
　総活躍プラン」を十分尊重し、経済の自律的成長の実現に向けて、最低賃金を大幅に引き上げること。
２．設定する最低賃金は、経験豊富な労働者の時間額が、道内高卒初任給（時間額958円）を下回らない水準に
　改善すること。
３．厚生労働省のキャリアアップ助成金を有効活用した最低賃金の引き上げを図ること。同時に、中小企業に対
　する支援の充実と安定した経営を可能とする実効ある対策をはかるよう国に対し要請すること。

　以上、地方自治法第99条の規定に基づき、意見書を提出する。

　　平成30年６月20日
　　北海道労働局長他１名　宛
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　北海道中川郡中川町議会議長　佐藤　輝雄

平成30年度北海道最低賃金改正等に関する意見書

　主な要請内容は次の通りです。
１．子ども・子育て支援新制度、地域医療の確保、地域包括ケアシステムの構築、生活困窮者自立支援、介護保
　険制度や国民健康保険制度の充実など、急増する社会保障ニーズへの対応と人材を確保するための社会保障予
　算の確保および地方財政措置を的確に行うこと。また、消費税・地方消費税の引き上げを予定どおり2019年10
　月に実施し、社会保障財源に充てること。
２．社会保障、災害対策、環境対策、地域交通対策、人口減少対策など、増大する地方自治体の財政需要と、公
　共サービスの提供に必要な人員を的確に把握し、これに見合う地方一般財源総額の確保をはかること。
３．地方交付税における「トップランナー方式」の導入は、地域によって人口規模・事業規模の差異、各自治体
　における検討経過や民間産業の展開度合いの違いを無視して経費を算定するものであり、廃止・縮小すること。
４．住民の命と財産を守る防災・減災事業は、これまで以上に重要であり、自治体庁舎をはじめとした公共施設
　の耐震化や緊急防災・減災事業の対象事業の拡充と十分な期間の確保を行うこと。
５．2015年度の国勢調査を踏まえた人口急減・急増自治体の行財政運営に支障が生じることがないよう、地方交
　付税を算定すること。
６．地域間の財源偏在性の是正のため、偏在性の小さい所得税・消費税を対象に国税から地方税への税源移譲を
　行うなど、抜本的な解決策の協議を進めること。
　　同時に、各種税制の廃止、減税を検討する際には、自治体財政に与える影響を十分検証した上で、代替財源
　の確保をはじめ、財政運営に支障が生じることがないよう対応をはかること。
７．地方交付税の財源保障機能・財政調整機能の強化をはかり、市町村合併の算定特例の終了を踏まえた新たな
　財政需要の把握、小規模自治体に配慮した段階補正の強化などの対策を講じること。
　　同時に、地方交付税原資の確保については、臨時財政対策債に過度に依存しないものとし、対象国税４税
　（所得税・法人税・酒税・消費税）に対する法定率の引き上げを行うこと。
８．地方自治体の基金は、2004年度の地方交付税・臨時財政対策債の一般財源の大幅削減による自治体財政危機、
　自治体にかかわる国の突然の政策変更、リーマンショックなどの経済環境変動下でも、災害の復旧・復興や住
　民の福祉向上のために必要な事業に対応できるよう、財政支出の削減等に努めながら積み立てたものであり、
　これを地方財政計画へ反映しないこと。

　以上、地方自治法第99条の規定に基づき、意見書を提出する。

　　平成30年6月20日
　　内閣総理大臣他６名　宛
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　北海道中川郡中川町議会議長　佐藤　輝雄

2019年度地方財政の充実・強化を求める意見書

議会の活性化のために、多くの
町民の皆さまの傍聴をお待ち
しております。

議会を傍聴しませんか
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全
道
町
村
議
会
議
員
研
修
会
が
7

月
3
日
に
開
催
さ
れ
、
今
年
度
は
次

の
2
氏
に
よ
る
講
演
を
受
け
、
研
修

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

7
月
4
日
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
（
独
立
行
政
法
人
国
際
協
力
機
構
）
北
海
道
を

訪
問
し
研
修
を
行
い
ま
し
た
。
目
的
は
今
後
地
方
に
お
い
て
も
進
む
で
あ

ろ
う
国
際
化
に
向
け
、
他
国
を
知
り
、
異
文
化
を
受
け
入
れ
る
た
め
の
教

育
の
あ
り
方
を
学
ぶ
こ
と
で
し
た
。

　

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
青
年
海
外
協
力
隊
の
活
動
が
最
も
知
ら
れ
た
業
務
か
と
思

い
ま
す
が
、
二
国
間
援
助
の
「
技
術
協
力
」「
有
償
資
金
協
力
」「
無
償
資
金

協
力
」を
一
元
的
に
担
う
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
北
海
道
で
は
、

①
研
修
員
受
入

②
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
派
遣

③
開
発
教
育
支
援

④
草
の
根
技
術
協
力

⑤
中
小
企
業
支
援

を
主
な
業
務
と
し
て
行
っ
て
お
り
、
今

回
の
研
修
の
際
に
は
発
展
途
上
国
の
教

員
が
研
修
員
と
し
て
滞
在
し
、
算
数
の

授
業
で
使
う
教
材
づ
く
り
の
研
修
を
行

っ
て
い
る
と
こ
ろ
を
拝
見
し
ま
し
た
。

　

ま
た
「
地
球
ひ
ろ
ば
」
と
い
う
見
学

ス
ペ
ー
ス
で
は
発
展
途
上
国
の
現
状
を

知
る
こ
と
や
、
世
界
の
多
様
性
と
日
本

と
の
つ
な
が
り
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
青
年
海
外
協
力
隊
と
し
て

ブ
ラ
ジ
ル
に
派
遣
さ
れ
た
方
の
体
験
談

を
伺
う
こ
と
も
で
き
、
「
国
に
よ
っ
て

当
た
り
前
は
当
た
り
前
で
は
な
い
」
と

い
う
事
を
再
認
識
し
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
で
は
出
前
講
座
な
ど
の
普

及
活
動
も
行
っ
て
お
り
、
中
川
の
子
ど

も
達
に
も
異
文
化
を
知
り
、
恵
ま
れ
て

い
る
日
本
と
の
違
い
か
ら
自
分
の
生
活

を
見
つ
め
な
お
す
機
会
を
作
れ
た
ら
、

と
思
い
ま
し
た
。

全
道
町
村
議
会

　
　
議
員
研
修
会

中
川
町
議
会
議
員
研
修

中
川
町
議
会
議
員
研
修

　パリ協定の枠組みの下における我が国の温室効果ガス排出削減目標の達成や災害防止を図るための地域財
源を安定的に確保する観点から、平成31年度税制改正において、森林環境税（仮称）を創設することが決定
されました。
森林環境税（仮称）
１　納税義務者…国内に住所を有する個人に対して課する国税。
２　税額…年額1,000円。
３　賦課徴収…市町村において、個人住民税と併せて行う。
４　国への払い込み…市町村は、森林環境税（仮称）として納付又は納入された額を都道府県を経由して国
　　の交付税及び譲与税配付金特別会計に払い込む。
５　施行期日…平成36年度から課税。
森林環境譲与税（仮称）
１　譲与先…森林環境税（仮称）の収入額に相当する額を市町村及び都道府県に対して譲与。
２　譲与額の按分…森林環境譲与税（仮称）の10分の9は、市町村に対して譲与。
　　森林環境譲与税（仮称）の10分の1は、都道府県に対して譲与。
３　用途…市町村は、森林環境譲与税（仮称）を間伐や人材育成・担い手の確保、木材利用の促進や普及啓
　　発等の森林整備及びその促進に関する費用に充てなければならないこととする。都道府県は、森林環境
　　譲与税（仮称）を森林整備を実施する市町村の支援等に関する費用に充てなければならないこととする。
４　施行期日…平成31年度から譲与。

演題１「明治維新から150年、
　　　　　現在そして未来を考える」

演題２「現代日本政治と政局の行方」

加 来 耕 三 氏歴史家・作家 岩 井 奉 信 氏
日本大学法学部
　　　　　教授

最近までブルキナファソで技術指導活動を
していた伊藤さんによる展示説明

最近までブルキナファソで技術指導活動を
していた伊藤さんによる展示説明

2年前フィリピンで活動をしていた
野吾さんによるJICAの活動概要の説明
2年前フィリピンで活動をしていた

野吾さんによるJICAの活動概要の説明

森林環境税・森林環境譲与税が創設されます



（　）10

編
集
後
記

集
後
記

編
集
後
記

集
後
記

この広報紙は道産間伐材を使用しています。

　
4　

月

　

12
日　

広
報
特
別
委
員
会

　

17
日　

第
2
回
総
務
常
任
委
員
会

　

18
日　

第
51
回
中
川
町
商
工
会
青
年

　
　
　
　

部
通
常
総
会

　

〃　　

第
15
回
な
か
が
わ
育
造
会
通

　
　
　
　

常
総
会

　

19
日　

天
塩
川
中
部
商
工
会
広
域
連

　
　
　
　

携
協
議
会
通
常
総
会
【
美
深

　
　
　
　

町
】

　

22
日　

中
川
消
防
団
春
季
消
防
総
合

　
　
　
　

訓
練

　

26
日　

第
1
回
地
域
振
興
経
済
対
策

　
　
　
　

特
別
委
員
会

　

〃　　

第
3
回
経
済
常
任
委
員
会

　

27
日　

高
齢
者
就
労
セ
ン
タ
ー
総
会

　
5　

月

　

1
日　

名
寄
地
方
自
衛
隊
協
力
会
役

　
　
　
　

員
会
・
定
期
総
会
【
名
寄
市
】

　

16
日　

中
川
町
高
齢
者
学
級
ポ
ン
ピ

　
　
　
　

ラ
塾
開
講
式

　

17
日　

中
川
町
商
工
会
通
常
総
会

　

18
日　

地
域
づ
く
り
講
演
会
「
生
か

　
　
　
　

さ
れ
て
明
日
へ
」

　

23
日　

上
川
北
部
市
町
村
議
会
議
長

　
　
　
　

会
5
月
定
例
会
総
会
【
和
寒

　
　
　
　

町
】

　

24
日　

第
5
回
議
会
運
営
委
員
会

　

〃　　

第
8
回
議
員
全
員
協
議
会

　

24
日　

第
3
回
臨
時
会

　

〃　　

第
2
回
地
域
振
興
経
済
対
策

　
　
　
　

特
別
委
員
会

　

〃　　

第
9
回
議
員
全
員
協
議
会

　

〃　　

第
4
回
経
済
常
任
委
員
会

　

26
日　

第
16
回
東
京
中
川
会
交
流
会

　
　
　
　

【
東
京
都
】

　

28
日　

町
村
議
会
議
長
・
副
議
長
研

　
　
　
　

修
会
【
東
京
都
】

　

〃　　

上
川
北
部
消
防
事
務
組
合

　
　
　
　

第
1
回
臨
時
議
会
【
名
寄
市
】

　

30
日　

名
寄
地
方
法
人
会
中
川
支
部

　
　
　
　

通
常
総
会

　
6　

月

　

3
日　

名
寄
駐
屯
地
創
立
65
周
年
記

　
　
　
　

念
行
事
【
名
寄
市
】

　

7
日　

上
川
地
方
総
合
開
発
期
成
会

　
　
　
　

総
会
･
専
門
部
会
【
旭
川
市
】

　

12
日　

北
海
道
町
村
議
会
議
長
会

　
　
　
　

第
69
回
定
期
総
会
【
札
幌
市
】

　

13
日　

第
6
回
議
会
運
営
委
員
会

　

〃　　

第
3
回
地
域
振
興
経
済
対
策

　
　
　
　

特
別
委
員
会

　

15
日　

中
川
町
戦
没
者
追
悼
式

　

17
日　

第
12
回
中
川
町
幼
児
セ
ン
タ

　
　
　
　

ー
運
動
会

　

20
日　

第
7
回
議
会
運
営
委
員
会

　

〃　　

第
10
回
議
員
全
員
協
議
会

　

20
日　

第
2
回
定
例
会

　

〃　　

第
4
回
地
域
振
興
経
済
対
策

　
　
　
　

特
別
委
員
会

　

26
日　

上
川
町
村
議
長
会
役
員
会

　
　
　
　

【
和
寒
町
】

　

27
日　

中
川
町
交
流
情
報
発
信
拠
点

　
　
　
　

施
設
運
営
協
議
会
報
告
会
・

　
　
　
　

交
流
会

　
7　

月

　

3
日　

全
道
町
村
議
会
議
員
研
修
会

　
　
　
　

及
び
町
議
員
研
修
【
札
幌
市
】

　
　
　
　

（
4
日
ま
で
）

　

7
日　

今
津
寛
氏
旭
日
重
光
章
受
章

　
　
　
　

祝
賀
会
【
旭
川
市
】

　

11
日　

浦
臼
町
議
会
総
務
常
任
委
員

　
　
　
　

会
行
政
視
察

　

14
日　

佐
久
ふ
る
里
会
ビ
ー
ル
パ
ー

　
　
　
　

テ
ィ
ー

　

数
十
年
ぶ
り
の
豪
雪
で
し
た
。

　

来
る
日
も
来
る
日
も
寒
風
と
降
雪
が
続
き
、

除
雪
に
追
わ
れ
な
が
ら
、
暗
い
空
を
見
上
げ
て

は
春
が
待
ち
遠
し
い
冬
の
季
節
で
し
た
。
し
か

し
気
が
付
け
ば
新
緑
が
野
山
を
彩
り
、
庭
先
に

咲
く
パ
ン
ジ
ー
や
ナ
デ
シ
コ
の
花
に
初
夏
を
感

じ
る
季
節
に
な
り
ま
し
た
。

　

さ
て
本
年
は
「
第
7
次
中
川
町
総
合
計
画
」

策
定
の
年
度
で
あ
り
ま
す
。
総
合
計
画
は
住
民

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や
住
民
代
表
に
よ
る
審
議
会

の
設
置
な
ど
に
よ
り
、
住
民
の
総
意
で
、
本
町

の
こ
れ
か
ら
の
5
年
間
を
展
望
す
る
重
要
な
計

画
で
あ
り
ま
す
。

　

本
町
に
は
、
過
疎
化
の
進
行
や
経
済
の
低
迷

な
ど
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
多
く
の
課
題

が
あ
り
、
議
会
に
も
政
策
提
案
機
能
が
あ
り
ま

す
。
町
民
の
皆
様
の
多
く
の
声
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

　

雪
が
多
い
年
は
豊
作
と
言
わ
れ
ま
す
。

　

そ
の
い
わ
れ
は
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
古
の
知

恵
と
し
て
実
り
豊
か
な
出
来
秋
で
あ
る
こ
と
を

祈
念
し
編
集
後
記
と
致
し
ま
す
。
（
俊
記
）

　
　
　
　

議
会
広
報
特
別
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　

委
員
長　

斉　

藤　

俊　

幸

　
　
　
　
　
　
　

委　

員　

今　

野　

大　

樹

議　

会　

日　

誌

議　

会　

日　

誌


